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非小細胞肺癌患者における Foxp3+He且08-時計j街l性T細胞の増加と，その臨床的

意義

抑制性T細胞(Treg)には胸腺由来のNaturalTreg (nTreg)と局所で誘導される

lnduced Treg (iTreg)とがあると考えられている.近年，転写因子Ikarosfamily分子

のひとつHeliosがnTregのマーカーとなる可能性が示唆されているが，その臨床的

意義は明確になっていない.われわれは本研究で，非小細胞肺癌患者における Treg

のHelios発現と，臨床的因子との関係、を明らかにした.

【方法1
2008年に当科で治療した非小細胞肺癌患者64例(術前45例，再発 19例)の末梢

血単核球をフローサイトメトリーで解析した.また術前の 45例中，その後再発をきた

した 9例と，その 9例と Stageをそろえた無再発の9例，許 18例について，免疫組

織化学法にて腫蕩浸潤リンパ球における Heliosの発現を調べた.それぞれ臨床的因子

との関連を検討した.

[結果I
Foxp3+TregにおいてHeliosは，末梢血では47.5土13.3%に発現していたが，臆湯

浸潤リンパ球での発現は 18.1土13.4%と末梢血iこ比べ少なかった.末梢血CD4+T細

胞における Helios-Tregの割合は，健常人では1.5%であったのに対し，癌患者では

2.4%と有意に多く，とくにStage1A期の患者に限っても 2.6%と有意に多かった (p

く0.001).臆場浸潤リンパ球におけるTregでHelios-の細胞が多い群では，有意に生

命予後が悪かった (P=0.038).

[結論]

非小細胞肺癌患者において，町田・egのなかでも Helios-Tregは，特にがん免疫の抑

制に関与していることが示唆された.その傾向は進行早期から捉えられたことより，

腫療進展の極めて早い段階から腫痕特異的Tregの誘導を反映している可能性がある.

Helios-Tregは，非小細胞肺癌の予後予測因子となりうると考えられるしz 今後その

機能が明らかとなれば，がん免疫療法の治療標的となるかもしれない.
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